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(57)【要約】
【課題】カラオケを行う際の選曲支援を行うことを目的
とする。
【解決手段】本発明に係るカラオケ管理システムは、カ
ラオケ装置で再生された楽曲に対応する楽曲関連情報を
含む履歴情報を受信する履歴情報受信処理と、受信した
複数の履歴情報に基づいて、履歴リストを形成する形成
処理と、携帯端末装置から履歴リストの送信要求を受け
付けた場合、送信要求のあった携帯端末装置に履歴リス
トを送信する履歴リスト送信処理と、を実行可能とする
サーバ装置と、サーバ装置から履歴リストを受信する履
歴リスト受信処理と、受信した履歴リストに基づいて、
楽曲を選択可能な選曲表示欄を表示し、ユーザから楽曲
指定を受け付ける選曲処理を、携帯端末装置に実行させ
る選曲用プログラムを備えることを特徴とする。
【選択図】図１３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　サーバ装置と、携帯端末装置で実行可能な選曲用プログラムと、を備えるカラオケ管理
システムにおいて、
　サーバ装置は、
　複数のカラオケ装置から、カラオケ装置で再生された楽曲に対応する楽曲関連情報を含
む履歴情報を受信する履歴情報受信処理と、
　受信した複数の履歴情報に基づいて、履歴リストを形成する形成処理と、
　携帯端末装置から履歴リストの送信要求を受け付けた場合、送信要求のあった携帯端末
装置に履歴リストを送信する履歴リスト送信処理と、を実行可能とし、
　選曲用プログラムは、
　サーバ装置に履歴リストの送信要求を送信する要求処理と、
　サーバ装置から履歴リストを受信する履歴リスト受信処理と、
　受信した履歴リストに基づいて、楽曲を選択可能な選曲表示欄を表示し、ユーザから楽
曲指定を受け付ける選曲処理を、携帯端末装置に実行させることを特徴とする
　カラオケ管理システム。
【請求項２】
　履歴情報は、カラオケ装置で楽曲が再生された日時を示す再生日時を含み、
　形成処理は、現在時刻に近い再生日時を有する履歴情報を抽出して履歴リストを形成す
ることを特徴とする
　請求項１に記載のカラオケ管理システム。
【請求項３】
　履歴情報は、カラオケ装置が設置されている地域を示す地域情報を含み、
　選曲処理は、選曲表示欄で選曲指定可能な楽曲に、地域情報に対応する地域表示を付し
て表示することを特徴とする
　請求項１に記載のカラオケ管理システム。
【請求項４】
　履歴情報は、カラオケ装置が設置されている地域を示す地域情報を含み、
　選曲処理は、ユーザから指定された地域に対応する履歴情報を使用して形成された選曲
表示欄を表示することを特徴とする
　請求項１に記載のカラオケ管理システム。
【請求項５】
　選曲処理は、履歴リスト内の同じ楽曲をまとめて表示することを特徴とする
　請求項１から請求項４の何れか１項に記載のカラオケ管理システム。

 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、歌唱を楽しむためのカラオケ装置、及び、カラオケ装置とネットワークで接
続されたサーバ装置を含むカラオケシステムと、携帯型情報処理装置にて実行可能なプロ
グラムを備えたカラオケ管理システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、伴奏に合わせて歌唱を楽しむカラオケが、宴会の場などにおいて行われている。
インターネット等による通信技術の発達に伴い、カラオケを行うカラオケ装置にも各種新
たな機能が提案されている。特許文献１には、歌唱者の現時点の歌唱力を全国規模で正確
に比較・評価できるカラオケ装置が開示されている。また、特許文献２には、カラオケシ
ステムを利用する利用者の嗜好を的確に反映して、容易かつ迅速に目的とする楽曲を探し
出すことができる楽曲検索結果表示システムが開示されている。
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【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００５－９９２８８号公報
【特許文献２】特開２０１３－１３４３７８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　カラオケ装置の１機能として、演奏履歴を使用した選曲が知られている。カラオケ装置
において、再生された楽曲を記憶しておき、履歴検索などのメニューを選択した場合、再
生された楽曲の一覧を表示して、その中から選曲を可能とする機能である。カラオケボッ
クスなどに設置されるカラオケ装置では、前に使用したユーザの履歴が残っているため、
後に使用するユーザは、この履歴を使用して選曲を行うことが可能である。このような履
歴を使用した選曲は、よく歌われている定番曲や、今はやっている流行曲を容易に選曲で
きるほか、意外性のある楽曲を見つけることも可能である。通常の楽曲名や歌手名を指定
して検索する形態と異なり、閲覧を眺めつつ検索できるため、選曲に困ったユーザが、手
っ取り早く選曲する際、便利に活用されている。
【０００５】
　ところで、このようなカラオケ装置の履歴検索では、当該カラオケ装置の履歴しか使用
することができないという欠点がある。例えば、カラオケ装置のメンテナンスなどで、カ
ラオケ装置にリセットをかける等、履歴が削除された場合には、この機能を利用すること
ができない。また、例えば、カラオケボックスでの利用では、ユーザが入室する前にルー
ムを使用していたユーザの履歴を参照できるのみであって、入室後に他人によって利用さ
れた履歴は参照することができず、リアルタイム性に欠けた機能となっている。本発明は
、現在、どんなカラオケ楽曲が歌唱されているのかユーザに通知することで、ユーザの選
曲を補助することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　そのため、本発明に係るカラオケ管理システムは以下の構成を採用するものである。
　サーバ装置と、携帯端末装置で実行可能な選曲用プログラムと、を備えるカラオケ管理
システムにおいて、
　サーバ装置は、
　複数のカラオケ装置から、カラオケ装置で再生された楽曲に対応する楽曲関連情報を含
む履歴情報を受信する履歴情報受信処理と、
　受信した複数の履歴情報に基づいて、履歴リストを形成する形成処理と、
　携帯端末装置から履歴リストの送信要求を受け付けた場合、送信要求のあった携帯端末
装置に履歴リストを送信する履歴リスト送信処理と、を実行可能とし、
　選曲用プログラムは、
　サーバ装置に履歴リストの送信要求を送信する要求処理と、
　サーバ装置から履歴リストを受信する履歴リスト受信処理と、
　受信した履歴リストに基づいて、楽曲を選択可能な選曲表示欄を表示し、ユーザから楽
曲指定を受け付ける選曲処理を、携帯端末装置に実行させることを特徴とする。
【０００７】
　さらに本発明に係るカラオケ管理システムにおいて、
　履歴情報は、カラオケ装置で楽曲が再生された日時を示す再生日時を含み、
　形成処理は、現在時刻に近い再生日時を有する履歴情報を抽出して履歴リストを形成す
ることを特徴とする。
【０００８】
　さらに本発明に係るカラオケ管理システムにおいて、
　履歴情報は、カラオケ装置が設置されている地域を示す地域情報を含み、
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　選曲処理は、選曲表示欄で選曲指定可能な楽曲に、地域情報に対応する地域表示を付し
て表示することを特徴とする。
【０００９】
　さらに本発明に係るカラオケ管理システムにおいて、
　履歴情報は、カラオケ装置が設置されている地域を示す地域情報を含み、
　選曲処理は、ユーザから指定された地域に対応する履歴情報で形成された選曲表示欄を
表示することを特徴とする。
【００１０】
　さらに本発明に係るカラオケ管理システムにおいて、
　選曲処理は、履歴リスト中に同じ楽曲が含まれる場合、同楽曲の選曲表示欄をまとめて
表示することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明に係るカラオケ管理システムによれば、複数のカラオケ装置から収集した履歴情
報を利用して選曲を行うことが可能であるため、今現在、どのような楽曲が歌唱されてい
るかを参考として、選曲を行うことが可能である。
【００１２】
　さらに本発明に係るカラオケ管理システムでは、現在時刻に近い再生日時を有する履歴
情報を抽出して履歴リストを形成することで、ユーザに対して新しい履歴情報を使用した
選曲を行わせることが可能となる。
【００１３】
　さらに本発明に係るカラオケ管理システムでは、選曲表示欄中、選曲指定可能な楽曲に
、地域情報に対応する地域表示を行うことで、ユーザはどこで歌唱された楽曲かを確認す
ることが可能である。
【００１４】
　本発明に係るカラオケ管理システムでは、ユーザが注目する地域を指定することで、当
該地域における履歴に基づいて、選曲を行うことが可能となる。
【００１５】
　本発明に係るカラオケ管理システムでは、選曲表示欄において、履歴リスト内の同じ楽
曲をまとめて表示することとしている。このような構成により、選曲表示欄において楽曲
が重複して表示されること無く、効率よく選曲を行うことが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】カラオケシステムの構成を示す図
【図２】携帯端末の構成を示す図
【図３】カラオケ管理システムにおける対応付け処理を示すフロー図
【図４】カラオケ管理システムにおける対応付け処理を示す模式図
【図５】カラオケ管理システムにおける遠隔操作処理を示すフロー図
【図６】カラオケ管理システムにおける遠隔操作処理を示す模式図
【図７】携帯端末に表示された楽曲確認画面を示す図
【図８】リモコン装置に表示された楽曲確認画面を示す図
【図９】履歴リスト形成処理を示すフロー図
【図１０】履歴リスト配信処理を示すフロー図
【図１１】履歴情報のデータ構成を示す図
【図１２】配信される履歴リストについて説明するための図
【図１３】携帯端末に表示された履歴表示画面を示す図
【図１４】他の実施形態（第１変形例）の履歴表示画面を示す図
【図１５】他の実施形態（第２変形例）の履歴表示画面の形成を説明するための図
【図１６】他の実施形態（第３変形例）の履歴表示画面を示す図
【図１７】他の実施形態（第４変形例）の履歴表示画面を示す図
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【発明を実施するための形態】
【００１７】
　図１は、本発明の実施形態に係るカラオケシステムの構成を示す図である。本実施形態
におけるカラオケシステムは、カラオケ装置２（コマンダ）と、リモコン装置１を含んで
構成されている。カラオケ装置２とリモコン装置１は、ＬＡＮ１００及びアクセスポイン
ト１１０を利用してネットワークを形成するように接続されている。
【００１８】
　カラオケボックスなどの店舗に設置されるカラオケ装置２は、楽曲を演奏するための演
奏手段として音響制御部２５を備えている。また、カラオケ装置２は、ユーザからの各種
入力を受け付けるスイッチなどで構成されるカラオケ装置２側の入力手段としての操作部
２１を備える。カラオケ装置２は、操作部２１からの入力を解釈して制御部３０に伝達す
る操作処理部２２を備える。また、カラオケ装置２は、各種情報を記憶するカラオケ装置
側記憶手段としてのＨＤＤ３２（ハードディスク）を備える。カラオケ装置２は、ＬＡＮ
１００に接続してネットワークに加入するためのカラオケ装置側通信手段としてのＬＡＮ
通信部２４を備えている。
【００１９】
　また、カラオケ装置２は、モニタ４１に対して歌詞映像、背景映像を表示させる映像再
生手段を備える。この映像再生手段は、映像情報に基づいて映像を再生する映像再生部２
９、再生する映像を一時的に蓄積するビデオＲＡＭ２８、再生された映像に対する歌詞テ
ロップの重畳表示、映像効果等を実行する映像制御部３１を備えている。
【００２０】
　さらに、このカラオケ装置２では、外部に接続されたモニタ４１以外に、タッチパネル
モニタ３３に対しても各種情報を表示することを可能としている。タッチパネルモニタ３
３は映像制御部３１から入力された映像情報を表示する表示部３３ａと、タッチ入力され
た位置を操作処理部２２に出力するタッチパネル３３ｂが重畳されて構成されている。ま
た、カラオケ装置２に対する各種操作は、カラオケ装置２のフロントパネル等に設けられ
た操作部２１を介して行うことも可能となっている。
【００２１】
　本実施形態のタッチパネルモニタ３３は、リモコン装置１の操作手段であるタッチパネ
ルモニタ１１と同様の操作手段として機能することも可能としている。ユーザはタッチパ
ネルモニタ３３から楽曲を選択して、直接カラオケ装置２に予約をさせるなど、リモコン
装置１と同等の操作手段として機能することが可能である。
【００２２】
　さらに、カラオケ装置２は、各構成を統括して制御するための制御手段として、ＣＰＵ
等で構成された制御部３０、各種プログラムを実行するにあたって必要となる情報を一時
記憶するためのメモリ２７を備えている。
【００２３】
　このような構成にてカラオケ装置２は、各種処理を実行することとなるが、カラオケ装
置２の主な機能として、楽曲指定処理、楽曲再生処理などを実行可能としている。楽曲指
定処理は、ユーザからの指定に基づいて楽曲を指定、予約するための処理であってリモコ
ン装置１と連携して実行される。リモコン装置１から送信された予約情報をメモリ２７に
記憶する予約テーブルに登録する。楽曲再生処理は、予約された楽曲を再生させる処理で
あって、演奏処理と歌詞再生処理とが同期して実行される処理である。
【００２４】
　演奏処理は、楽曲データに含まれる演奏データを音響制御部２５にて演奏させる処理で
ある。音響制御部２５にて演奏された楽曲は、歌唱用マイク４４ａ、４４ｂから入力され
る歌唱音声と一緒にスピーカ４２から放音される。歌詞再生処理は、楽曲データに含まれ
る歌詞データをモニタ４１に表示させることで歌唱補助を行う処理である。この歌詞再生
処理で表示される歌詞に、背景映像を重畳させて表示させる背景映像表示処理を実行する
こととしてもよい。
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【００２５】
　一方、リモコン装置１は、予約情報などカラオケ装置２に対して各種指示を送信すると
ともに、カラオケ装置２あるいはインターネット上に接続されたサーバ装置５から各種情
報を受信する。本実施形態では、ユーザインターフェイスとしてボタンなどの操作部１７
と、タッチパネルモニタ１１を備えている。タッチパネルモニタ１１は、表示部１１ａと
タッチパネル１１ｂを有して構成され、表示部１１ａに各種インターフェイスを表示する
とともに、ユーザからのタッチ入力を受付可能としている。
【００２６】
　さらにリモコン装置１は、楽曲検索に必要とされるデータベース、各種プログラム、並
びに、プログラム実行に伴って発生する各種情報を記憶するリモコン側記憶手段としてメ
モリ１４、そして、これら構成を統括して制御するためのリモコン側制御手段を備えて構
成される。リモコン側制御手段には、ＣＰＵ等で構成される制御部１５、表示部１１ａに
対して表示する映像を形成する映像制御部１３、表示する映像情報を一時的に蓄えるビデ
オＲＡＭ１２、操作部１７からの入力を解釈して制御部１５に伝達する操作処理部１８が
含まれている。
【００２７】
　リモコン装置１は、無線ＬＡＮ通信部１６によって、アクセスポイント１１０と無線接
続されることで、ＬＡＮ１００によって構成されるネットワークに接続される。なお、各
リモコン装置１は、特定のカラオケ装置２に対して事前に対応付けされている。リモコン
装置１から出力される各種指令は、対応付けされたカラオケ装置２にて受信されることと
なる。
【００２８】
　次に、本発明においてユーザが所持する携帯端末６について説明する。図２は、本発明
の実施形態に係る携帯端末６の構成を示す図である。この携帯端末６としては、スマート
フォン、タブレット端末、携帯電話等を使用することが可能である。この携帯端末６に、
本発明に係るプログラム（アプリ）をインストールし、プログラム上において対応付け処
理を実行することで、携帯端末６をカラオケ装置２のリモコンとして使用することが可能
となる。
【００２９】
　本実施形態の携帯端末６は、制御部６１、ＲＡＭ６２、記憶部６３、画像処理部６４、
音響処理部６６を含んで構成された制御手段を有している。記憶部６３には、ＮＡＮＤ型
フラッシュメモリ等の不揮発性の記憶手段を採用することが可能である。この記憶部６３
には、本実施形態における各種処理を実行可能なプログラム、そして、当該プログラムで
使用する各種データが記憶される。
【００３０】
　制御部６１は、ＣＰＵ等、携帯端末６全体を統括して制御する手段であり、記憶部６３
に記憶されたプログラム、データに基づいて各種制御を実行する。ＲＡＭ６２には、制御
部６１の制御によって生成されたデータを一時的に格納する。
【００３１】
　音響処理部６６は、携帯端末６の音響関係の入出力を行う手段である。制御部６１の制
御によりスピーカ６７ａに放音させる手段である。また、音響処理部６６は、マイクロホ
ン６７ｂと接続され、マイクロホン６７ｂから周囲の音声を取り込み可能としている。
【００３２】
　タッチパネル表示部６８は、画像を表示する表示部６８ｂとその表面あるいは裏面に配
設されるタッチパネル６８ａを有して構成されている。タッチパネル６８ａには、静電容
量方式などユーザのタッチ位置を認識可能とする各種タイプを採用することが可能である
。制御部６１は、表示部６８ｂに表示を行うとともに、タッチパネル６８ａからのタッチ
入力にて、表示させている画像中のどの部分にタッチ入力されたかを判定することが可能
である。
【００３３】
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　画像処理部６４は、携帯端末６の画像関係の入出力を行う手段である。画像処理部６４
は、制御部６１で形成された画像情報を表示部６８ｂに表示出力する。また画像処理部６
４は、携帯端末６の前面（タッチパネル表示部６８側）に配置されたフロントカメラ６５
Ｆ、もしくは、携帯端末６の背面に配置されたリアカメラ６５Ｒから画像を取り込む機能
を有する。
【００３４】
　本実施形態の携帯端末６は、外部と通信を行うため、携帯網通信部６９ａと、無線ＬＡ
Ｎ通信部６９ｂを備えている。携帯網通信部６９ａは、携帯無線網を介した無線通信を行
うことが可能であり、無線基地局と無線通信することで、通話、あるいは、インターネッ
トを使用した通信を行うことが可能である。無線ＬＡＮ通信部６９ｂは、ＬＡＮ上に接続
されたアクセスポイントに無線接続することで無線ＬＡＮ通信を行うことが可能である。
アクセスポイントに無線接続することで、ＬＡＮ上のネットワーク、あるいは、インター
ネットに通信接続することが可能である。
【００３５】
　携帯端末６は、このような携帯網通信部６９ａ、あるいは、無線ＬＡＮ通信部６９ｂを
使用して、インターネット上のサーバから各種処理を実行可能なプログラムを含む各種プ
ログラム（「アプリ」とも呼ばれる）をダウンロードすることが可能である。なお、プロ
グラムは、通信回線を利用した形態以外に、外部メモリ接続端子７２に接続された外部メ
モリＥＸからインストールすることとしてもよい。なお、このような携帯網通信部６９ａ
、無線ＬＡＮ通信部６９ｂ以外に、近距離通信手段（赤外線通信、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（
登録商標）など）をさらに設けることとしてもよい。
【００３６】
　本実施形態の携帯端末６は、入力手段としてタッチパネル６８ａ以外に入力スイッチ７
０を備えて構成されている。この入力スイッチ７０には、電源スイッチ、音量調整スイッ
チ、実行するプログラムによって入力用途が変更されるスイッチ等、各種スイッチを設け
ることが可能である。
【００３７】
　本実施形態の携帯端末６は、カラオケ業者が提供するプログラムをインストール、実行
することで、携帯端末６と操作対象となるカラオケ装置２とを対応付け、携帯端末６から
カラオケ装置２に対して楽曲の予約コマンド等、各種コマンドを送信することを可能とし
ている。
【００３８】
　図１で説明したカラオケ店舗に設置されるカラオケシステムにおいて、カラオケ店舗に
来店したユーザは、自己の所持する携帯端末６を使用対象となるカラオケシステムのリモ
コンとして機能させることを可能としている。そのため、本実施形態のカラオケ管理シス
テムでは、ユーザが所持する携帯端末６と、使用対象となるカラオケシステムを対応付け
る対応付け処理を行う。ここで、本実施形態におけるカラオケ管理システムとは、サーバ
装置５と、携帯端末６で実行可能なプログラムと、少なくともカラオケ装置２を有するカ
ラオケシステムと、を含んで構成されている。ユーザが所持する携帯端末６はカラオケ管
理システムに含まれない。
【００３９】
　では、携帯端末６をカラオケ装置２のリモコンとして機能させるための対応付け処理の
一例を紹介する。なお、対応付け処理には、ここで紹介する例の他に各種形態が存在する
。本発明では、ユーザが所持する携帯端末６と使用対象となるカラオケシステムとを対応
付ける対応付け処理であれば、様々な形態の対応付け処理を採用できるものであって、利
用通信環境や、サーバ装置５の使用有無等の各種条件を問うものではない。
【００４０】
　図３には、本実施形態のカラオケ管理システムにおける対応付け処理を示すフロー図が
示されている。また、図４には、カラオケ管理システムにおける対応付け処理を示す模式
図が示されている。本実施形態の対応付け処理は、ユーザが使用対象となるカラオケシス
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テムにログインするとともに、同じアカウントを使用して携帯端末６でログインすること
でユーザの携帯端末６とカラオケシステムとの対応付けを行うこととしている。
【００４１】
　カラオケ店舗に来店したユーザは、リモコン装置１等の入力手段を使用して、自分のア
カウント情報を入力する（Ｓ３０１）。カラオケシステムは、アカウント情報の入力に基
づき、サーバ装置５に対して装置側ログイン要求を送信する（Ｓ３０１）。なお、この装
置側ログイン要求には、どのカラオケシステムからの要求であるかを特定するため、装置
ＩＤ（カラオケ装置識別情報）が含まれている。装置側ログイン要求を受信（Ｓ２０１）
したサーバ装置５は、受信した端末側ログイン要求に含まれるアカウント情報を利用して
認証を行う（Ｓ２０２）。認証は、アカウント情報に含まれるユーザＩＤとパスワードの
対が、サーバ装置５側の記憶部５１に記憶しているものと一致するか否かで行われる。認
証に成功した場合（Ｓ２０３：Ｙｅｓ）、要求のあったカラオケシステムに対してログイ
ン完了を通知する（Ｓ２０４）。ログインが完了したカラオケシステムでは、ログインし
たユーザに対応するユーザ情報を使用した各種サービスを受けることが可能となる（Ｓ３
０２）。一方、認証に失敗した場合（Ｓ２０３：Ｎｏ）には、サーバ装置５は、要求のあ
ったカラオケシステムに対して認証エラー情報を送信する。
【００４２】
　サーバ装置５は、カラオケシステムからのログインに成功した場合、記憶部５１に記憶
している対応付けテーブルに装置ＩＤとユーザＩＤとを追加する（Ｓ２０５）。この対応
付けテーブルにて、サーバ装置５側では、どのユーザがどのカラオケシステムにログイン
しているかを判別することが可能となる。
【００４３】
　一方、ユーザは、自分が所持する携帯端末６において、プログラムを起動し、端末側ロ
グイン要求をサーバ装置５に送信する（Ｓ１０１）。この端末側ログイン要求には、ユー
ザのアカウント情報（ユーザＩＤとパスワード）が含まれている。端末側ログイン要求を
受信したサーバ装置５は、装置側ログイン要求の場合と同様、受信した端末側ログイン要
求に含まれるアカウント情報を利用して認証を行う（Ｓ２０６）。認証に成功した場合（
Ｓ２０７：Ｙｅｓ）、サーバ装置５は、記憶部５１に記憶している対応付けテーブルに、
端末側ログイン要求を行ったユーザのユーザＩＤがあるか否かを判定し、当該ユーザＩＤ
が有る場合（Ｓ２０８：Ｙｅｓ）、携帯端末６とカラオケシステムとの対応付けを完了す
る（Ｓ２０９）。そして、要求のあった携帯端末６に対応付け完了通知を送信する（Ｓ２
１０）。対応付けの完了した携帯端末６では、対応付けられたカラオケシステムを遠隔操
作する遠隔操作処理（Ｓ１１０）が実行可能となる。
【００４４】
　以上、本実施形態の対応付け処理について説明を行ったが、装置側ログイン要求と端末
側ログイン要求は、どちらが先に行われてもよい。次に、対応付けられた携帯端末６にお
いて実行される遠隔操作処理（Ｓ１１０）の詳細について説明を行う。
【００４５】
　図５は、本実施形態のカラオケ管理システムにおける遠隔操作処理を示すフロー図であ
り、図６は、本実施形態のカラオケ管理システムにおける遠隔操作処理を示す模式図であ
る。図６の模式図の例に示されるように、ユーザ（ユーザＡ）が所持する携帯端末６と、
当該ユーザが使用対象とするカラオケ装置２（カラオケ装置ａ）と、が対応付けられたカ
ラオケ管理システムでは、携帯端末６からカラオケシステムに対して、楽曲の予約等、カ
ラオケシステムを遠隔操作するための各種コマンド情報を送信することが可能である。
【００４６】
　遠隔操作処理は、対応付け処理の完了後、Ｓ４０１～Ｓ４０３の処理を繰り返し実行す
ることで、携帯端末６によるカラオケシステムの操作を行う。図７には、携帯端末６のタ
ッチパネル表示部６８に表示される楽曲確認画面が示されている。楽曲確認画面は、ユー
ザにより指定された楽曲名、歌手名等に基づいて指定された楽曲の詳細を示す画面であり
、ユーザは楽曲確認画面にて楽曲を予約することが可能である。楽曲確認画面には、歌手
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名、曲名、歌い出し、楽曲に関するサムネイル画像といった楽曲関連情報６０１の他、キ
ー設定、曲タイプ設定、投稿機能設定等、楽曲設定情報６０２が表示される。ユーザは、
予約ボタン６０３を操作することで、表示されている楽曲を対応付けられたカラオケ装置
２に予約することが可能となる。
【００４７】
　携帯端末６では、楽曲確認画面上、予約ボタン６０３をタッチ操作する等の行為により
、コマンド入力があったことを判定した場合（Ｓ４０１：Ｙｅｓ）、サーバ装置５に対し
て送信コマンド情報を送信する（Ｓ４０２）。送信コマンド情報には、コマンド入力に対
応するコマンド（コマンドＡ）と、携帯端末６に記憶しているユーザＩＤ（ユーザＡ）が
含まれている。
【００４８】
　サーバ装置５は、対応付けテーブルに基づいて転送処理を実行する。転送処理では、ま
ず、対応付けテーブル上に、携帯端末６から送られてきた送信コマンド情報内のユーザＩ
Ｄ（ユーザＡ）が存在するか否かを判定する。対応付けテーブル上に、送信コマンド情報
内のユーザＩＤがある場合、転送対象となるカラオケ装置２に対して転送コマンド情報を
送信する。転送コマンド情報には、送信コマンド情報内のコマンド（コマンドＡ）と、宛
先としての装置ＩＤ（カラオケ装置ａ）と、コマンドを入力したユーザのユーザＩＤ（ユ
ーザＡ）が含まれている。転送コマンド情報を受信したカラオケ装置２（カラオケ装置ａ
）は、転送コマンド情報に含まれるコマンド（コマンドＡ）に従って処理を実行する。
【００４９】
　携帯端末６を使用した遠隔操作処理は、携帯端末６において終了指示（ログアウト、あ
るいは、対応付け解除の指示）が入力される（Ｓ４０３：Ｙｅｓ）まで、繰り返し実行さ
れる。終了指示が入力された場合（Ｓ４０３：Ｙｅｓ）、携帯端末６は、サーバ装置５に
対応付け解除指示を送信する（Ｓ４０４）。対応付け解除指示を受信したサーバ装置５は
、対応付けテーブルから該当する項目（装置ＩＤとユーザＩＤの対）を削除する。
【００５０】
　本実施形態では、ユーザはカラオケシステムにもログインしているため、リモコン装置
１を使用した遠隔操作処理を行うことが可能である。図８には、カラオケシステムにログ
インした際、リモコン装置１のタッチパネルモニタ１１に表示されるアクティブユーザト
ップ画面が示されている。アクティブユーザトップ画面では、複数人がログインした状態
ではログインユーザ欄１０３にログインしたユーザの分身像１０３ａ～１０３ｅ（本実施
形態では顔部分）が表示される。またログインユーザ欄１０３中、右端に背景がハイライ
トで示されるユーザは、アクティブユーザ１０３ｅであって、図に示す状態では、このア
クティブユーザ１０３ｅに対するサービス、すなわち、アクティブユーザ１０３ｅのユー
ザ情報を利用したサービスが実行されている状態となっている。このアクティブユーザト
ップ画面では、「曲を探す」を選択することで、従来の歌本と同様、歌手名、楽曲名に基
づく検索を行うことができる。
【００５１】
　リモコン装置１の操作により、入力されたコマンド（コマンドＢ）は、ユーザＩＤ（ユ
ーザＡ）と一緒に、コマンド情報としてカラオケ装置２に送信される。コマンド情報を受
信したカラオケ装置２（カラオケ装置ａ）は、コマンド情報に含まれるコマンド（コマン
ドＢ）に従って処理を実行する。
【００５２】
　このように本実施形態では、ユーザがログインしたカラオケシステム、あるいは、携帯
端末から、使用対象となるカラオケシステムに対する遠隔操作を行うことが可能である。
では、ユーザがログインしたカラオケシステムを使用して実行される履歴選曲処理につい
て説明する。
【００５３】
　従来、カラオケ装置２における選曲方法として、歌手名や楽曲名を入力した検索方法以
外に、カラオケ装置２で選曲された楽曲の履歴に基づく選曲方法が知られている。このよ
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うな履歴を使用した選曲方法では、他のユーザが選曲した楽曲を参照することができるた
め、よく歌われている定番曲や、今はやっている流行曲を容易に選曲できるほか、意外性
のある楽曲を見つけることも可能である。本実施形態では、ネットワークで接続されたカ
ラオケ装置２を利用した、新たな履歴選曲処理を提案するものである。
【００５４】
　図９には、本実施形態の履歴リスト形成処理を示すフロー図が示されている。本実施形
態では、カラオケシステムで蓄積した履歴情報をサーバ装置５に送信し、サーバ装置５か
ら携帯端末６に受信した履歴情報で形成した履歴リストを配信する形態を採用している。
カラオケシステム中、カラオケ装置２は、再生された楽曲について、楽曲関連情報を含む
履歴情報を形成し蓄積する。本実施形態では、カラオケ装置２は、予約され、再生開始後
３０秒経過することで、履歴情報を形成することとしている。図１１（Ａ）には、カラオ
ケシステムからサーバ装置５に送信する際の履歴情報のデータ構成が示されている。履歴
情報は、楽曲関連情報の一形態である楽曲ＩＤ（楽曲識別情報）の他、再生日時、再生し
たカラオケ装置を示す装置ＩＤ（カラオケ装置識別情報）を含んで構成されている。
【００５５】
　履歴リスト形成処理において、カラオケシステムは、所定時間経過する毎（Ｓ３１０：
Ｙｅｓ）、前回の所定時間経過時から蓄積した履歴情報をサーバ装置５に送信する（Ｓ３
１１）。サーバ装置５は、ネットワークで接続された複数のカラオケシステムから履歴情
報を受信する（Ｓ２２０）。そして、所定時間経過する毎（Ｓ２２１：Ｙｅｓ）、受信し
た履歴情報に基づいて履歴リストを形成する（Ｓ２２２）。履歴リストは、カラオケシス
テムから収集した複数の履歴情報で形成されており、一部の履歴情報についてサーバ装置
で加工されている。
【００５６】
　例えば、履歴リストを形成するタイミングを、１９時３０分、２０時３０分、２１時３
０分・・・と所定時刻（１時間毎）に設定した場合、現在時刻がこの所定時刻となる毎に
、カラオケシステムから受信した履歴情報に含まれる再生日時を参照し、現在時刻（履歴
リストを形成するタイミング）に近い再生日時を有する履歴情報を抽出して履歴リストを
形成する。抽出の条件としては、現在時刻に近い順に、上位所定数（例えば３００件）の
履歴情報を抽出して履歴リストを形成する。この履歴リストは、予め地域ＩＤに基づいて
、地域毎に所定数の履歴情報を含む履歴リストを形成しておいてもよい。この場合、全国
単位で、再生日時が、現在時刻に近い順に上位所定数の履歴情報を含む履歴リストが形成
されるとともに、都道府県単位でも、履歴リストが形成されることになる。すなわち、サ
ーバ装置５には、全国版の履歴リストと、都道府県別の４７の履歴リスト、合計４８個の
履歴リストが形成され、サーバ装置５の記憶部５１に記憶される。なお。履歴リストを形
成する時刻は、本例では１時間毎としているが、１０分単位や１分単位としてもよい。全
国に設置されたカラオケシステムにおいて演奏される楽曲数は、１日あたり３００万曲近
くであって、１時間あたりで平均１２万曲、１０分あたりで２万曲、１分あたりで２００
０曲となる。よって、１分毎に履歴リストを形成したとしても、全ての履歴情報を閲覧さ
せることは困難である。本実施形態では、現在時刻に近い再生日時を有する履歴情報を抽
出することで、新しい履歴情報を使用した選曲を行うことを可能としている。履歴リスト
形成の間隔を短くするほど、ユーザは履歴リストの変化を楽しむことも可能となる。
【００５７】
　図１１（Ｂ）には、履歴リストに含まれる履歴情報のデータ構成が示されている。本実
施形態では、図１１（Ａ）の履歴情報に含まれていた楽曲ＩＤと、再生日時はそのまま使
用される。また、図１１（Ａ）の履歴情報に含まれていた装置ＩＤは、サーバ装置５のデ
ータベースを参照し、カラオケシステムが設置されている地域を示す地域ＩＤ（地域識別
情報）に変換されている。なお、元の履歴情報に含まれた装置ＩＤ、変換後の履歴情報に
含まれる地域ＩＤ、どちらもカラオケシステムの地域を特定可能な情報であるため、カラ
オケシステムの設置地域を示す地域情報ということが可能である。図１１（Ａ）の履歴情
報に含まれている楽曲ＩＤは、サーバ装置５のデータベースを参照し、楽曲ＩＤに対応す
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る楽曲名と歌手名に変換される。サーバ装置５は、形成した履歴リストを要求のあった携
帯端末６に配信する履歴リスト配信処理を実行する。
【００５８】
　図１０には、履歴リスト配信処理を示すフロー図が示されている。サーバ装置５は、こ
の履歴リスト配信処理にて、要求のあった携帯端末６に履歴リストを配信する。本実施形
態では、楽曲に関連した画像情報を記憶している外部サーバ装置を使用して、楽曲に関連
する画像情報を携帯端末６に提供することとしている。この外部サーバ装置は、インター
ネットを介して接続された装置であって、カラオケシステム、サーバ装置５を管理する管
理者とは異なる者によって管理されているサーバ装置である。楽曲に関連する画像情報は
、著作権上の管理を伴うなど、その使用に面倒が伴うことがある。本実施形態では、楽曲
に関連する画像情報を、外部委託した業者から提供を受けることで、カラオケ管理システ
ム内での管理、使用を容易にしている。
【００５９】
　履歴リスト配信処理は、携帯端末６の操作によって開始する。履歴リストを使用して選
曲を行いたいユーザは、携帯端末６でプログラムを起動し、履歴検索を行うメニューを選
択する。メニューを選択することで、携帯端末６は、サーバ装置５に対して履歴リストの
取得要求を送信する（Ｓ４１０）。サーバ装置５は、取得要求に基づき、要求のあった携
帯端末６に最新の履歴リストを送信する（Ｓ２３１）。図１２には、サーバ装置５で形成
する履歴リストと、携帯端末６で受信する履歴リストの関係が示されている。サーバ装置
５は、所定時間毎に履歴リストを形成するが、携帯端末６に対しては、最新の履歴リスト
を送信する。例えばサーバ装置５が、要求時点において、ｍ番目までの履歴リストを形成
している場合、サーバ装置５は携帯端末６にｍ番目の履歴リストを送信する。
【００６０】
　１つの履歴リストは、１００の履歴情報を含んで形成されている。履歴情報は、図１１
（Ｂ）で説明したサーバ装置５で加工された情報である。携帯端末６に送信されたｍ番目
の履歴リストは、履歴情報に含まれる再生日時に基づいてソートされている。具体的には
古い再生日時から新しい再生日時の順でソートされており、携帯端末６では、新しい履歴
情報から表示を行うことで、最新の履歴情報を利用したリアルタイム性の高い選曲が可能
となっている。携帯端末６では、受信した履歴リストに基づく選曲が可能である。図１３
には、携帯端末６において、履歴検索を行った際、タッチパネル表示部６８に表示される
履歴表示画面が示されている。
【００６１】
　履歴表示画面には、現在の日付を示す現在日付６０４と、選曲表示欄６０５が表示され
る。選曲表示欄６０５には、複数の選曲表示枠６１０が表示される。この選曲表示枠６１
０は、受信した履歴リスト中の各履歴情報に基づいて表示される情報である。図１２で説
明したｍ番目の履歴リストの詳細に示すように、選曲表示欄６０５で示す範囲が、タッチ
パネル表示部６８での表示対象となる。本実施形態では、受信した履歴リスト中、最も新
しい（ｎ＋１００）番目の履歴情報を一番上に表示し、下に行くに従い古い履歴情報を表
示している。タッチパネル表示部６８上、下にスクロール操作することで、さらなる履歴
情報が表示される。
【００６２】
　履歴リスト中の一番下までスクロール操作した場合、携帯端末６は、サーバ装置５に対
して履歴リストの追加要求を送信する。その際、サーバ装置５は、最新の履歴リストを携
帯端末６に送信する。図１２に示される様に、前回、ｍ番目の履歴リストを送信しており
、今回の追加要求時に、サーバ装置５において、ｍ＋２番目の履歴リストが形成されてい
た場合には、ｍ＋２番目の履歴リストを送信することで、ユーザは最新の履歴を確認する
ことが可能となる。一方、前回の要求時から今回の追加要求時までの期間に履歴リストが
形成されていない場合には、１つ前に形成した（ｍ－１）番目の履歴リストが、携帯端末
６に送信される。
【００６３】
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　本実施形態では、各選曲表示枠６１０内に、歌唱時刻情報６１１、楽曲関連情報６１２
、歌唱地域関連情報６１３、画像情報６１４を表示している。歌唱時刻情報は、図１１（
Ｂ）に示す履歴情報中、再生日時に基づいて表示される情報である。本実施形態では、携
帯端末６が計時する現在の時刻と再生日時の差を表示するとともに、括弧内に再生日時内
の時刻を表示している。携帯端末６を使用して履歴検索を行うユーザは、選曲表示枠６１
０に表示される楽曲が、何分前に再生されたか、また、何時に再生されたかを確認するこ
とが可能である。楽曲関連情報６１２は、図１１（Ｂ）に示す履歴情報中、楽曲名、歌手
名に基づいて表示され。ユーザは、この楽曲関連情報６１２によって、どの楽曲が再生さ
れたかを確認することが可能である。また、歌唱地域関連情報６１３は、図１１（Ｂ）に
示す履歴情報中、地域ＩＤに基づいて表示される情報である。本実施家形態の地域ＩＤは
、都道府県名に対応した形態となっており、地域ＩＤに対応する都道府県名、及び、地域
ＩＤに対応するマーク（都道府県の名産品）が表示される。ユーザは、この歌唱地域関連
情報６１３によって、どの地域で再生されたかを確認することができる。なお、地域ＩＤ
と、都道府県名、及び、マークの対応は、データベースとして予めプログラムに記憶され
ている。
【００６４】
　選曲表示枠６１０には、その背景に楽曲に対応する画像情報６１４が表示される。画像
情報には、その楽曲を歌唱する歌手の画像、アルバムジャケットの他、タイアップしてい
る映画、ドラマの画像などを使用することが可能である。ユーザは、画像情報６１４を視
認することで、直感的に歌唱したい楽曲を確認することが可能である。前述した様に、画
像情報６１４は、外部サーバ装置から取得する形態となっている。本実施形態では、サー
バ装置５から受信した履歴リスト内の、全ての履歴情報について一度に画像情報を取得す
るのではなく、選曲表示欄６０５において表示対象となっている履歴情報について、外部
サーバ装置から画像情報を取得する構成となっている。このような構成とすることで、比
較的情報量の大きい、画像情報の通信量を抑制することが可能となっている。
【００６５】
　画像情報の送受信は、携帯端末６と外部サーバ装置との間で行われる。携帯端末６は、
サーバ装置５から履歴リストを受信した後、タッチパネル表示部６８において選曲表示欄
６０５において表示対象となる履歴情報を抽出する。初期状態では、最新の履歴情報から
所定数が選曲表示欄６０５での表示対象となる。本実施形態では、表示対象となった履歴
情報中の曲名と歌手名を外部サーバ装置に送信する（Ｓ４１２）。履歴情報には、楽曲を
特定するための情報として楽曲ＩＤを含んでいるが、本実施形態では、外部委託による外
部サーバ装置から画像情報の提供を受けるため、楽曲を特定するための情報として曲名と
歌手名を使用することとしている。楽曲ＩＤは、カラオケを管理する側で取り決められた
情報であるため、外部サーバ装置では使用していないためである。なお、外部サーバ装置
において楽曲ＩＤを用いた画像情報の管理を行う場合には、曲名、歌手名に代え、楽曲Ｉ
Ｄを送信してもよい。
【００６６】
　曲名と歌手名を受信した外部サーバ装置は、曲名と歌手名に対応した画像情報が存在し
ているか否かを判定する（Ｓ５０２）。存在する場合（Ｓ５０２：Ｙｅｓ）には、対応す
る画像情報を携帯端末６に送信する。一方、存在しない場合（Ｓ５０２：Ｎｏ）には、画
像情報が無い旨を示すメッセージを送信する（Ｓ５０４）。画像情報を受信した携帯端末
６は、受信した画像情報を対応する選曲表示枠６１０の背景として使用するとともに、画
像情報が存在しなかった選曲表示枠６１０には、携帯端末６側で記憶しているデフォルト
の画像情報を表示して履歴表示画面を表示する（Ｓ４１３）。この外部サーバ装置からの
画像情報の取得は、ユーザが選曲表示欄６０５をスクロールすることで、選曲表示欄６０
５で表示対象となる履歴情報を変更する毎に実行される。
【００６７】
　図１３に示す履歴表示画面中において、ユーザが歌唱したい楽曲を見つけた場合、当該
楽曲の選曲表示枠６１０を選択（タッチ操作）することで、当該楽曲について、図７で説
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明した楽曲確認画面が表示される。ユーザは、楽曲確認画面において、楽曲の詳細を確認
後、予約ボタンをタッチすることで、対応付けられているカラオケ装置２に予約情報を送
信する。予約情報には、ユーザＩＤ、及び、選択した楽曲の楽曲ＩＤが含まれている。サ
ーバ装置５を経由して予約情報を受信したカラオケ装置２は、予約リストに予約情報を順
次追加して楽曲の再生を実行する。
【００６８】
　また、本実施形態では、履歴表示画面に表示される歌唱地域関連情報６１３を選択する
ことで、選択した歌唱地域関連情報６１３に該当する地域で歌唱された楽曲の履歴リスト
を表示することが可能である。図１３に示す履歴表示画面中において、歌唱地域関連情報
６１３の選択を受付けると、携帯端末６は、サーバ装置５に対して、履歴リストの取得要
求と、歌唱地域関連情報６１３に対応する地域ＩＤとを送信する。取得要求を受信したサ
ーバ装置５は、記憶部５１に記憶された履歴リストの中から、地域ＩＤに対応する履歴リ
ストを選択し、携帯端末６に送信する。例えば、ユーザが「青森」を選択すると、履歴表
示画面上部に「青森の履歴」と表示され、青森の地域ＩＤが含まれる履歴リストが表示さ
れる。
【００６９】
　本実施形態では、サーバ装置５の記憶部５１に予め所定数の履歴情報を含む履歴リスト
が記憶されているが、本実施形態に替えて、携帯端末６から、サーバ装置５に履歴リスト
の取得要求が送信される度に、履歴リストを形成してもよい。この場合、サーバ装置５が
取得要求を受信した日時情報に近い順に、上位所定数の履歴情報を含む履歴リストが形成
され、携帯端末６に送信される。取得要求と共に地域ＩＤが送信されてきた場合は、地域
ＩＤと、取得要求を受信した日時情報とに基づいて、上位所定数の履歴情報を含む履歴リ
ストが形成される。
【００７０】
　以上、本実施形態のカラオケ管理システムでは、履歴表示画面において、サーバ装置５
が管理するカラオケシステムで再生された楽曲の履歴を表示することで、広範囲に設置さ
れたカラオケシステムの再生履歴を使用して選曲を行うことが可能となっている。従来、
カラオケ装置２で記憶している履歴情報を使用した選曲の場合、当該カラオケ装置２で再
生した楽曲のみを選曲することが可能であった。このような従来の形態では、例えば、カ
ラオケボックスでの使用では、先に入店したユーザの再生履歴と、その後自分たちの再生
履歴を閲覧、選択することができるのみであった。特に、本実施形態では、サーバ装置５
が管理する複数のカラオケシステムで再生された楽曲の履歴から選曲できるため、広範囲
のユーザによる再生履歴から選曲可能となっている。そして、ユーザがカラオケシステム
を利用開始してから後に、他のカラオケシステムで再生された楽曲の履歴からも選曲でき
るため、リアルタイム性の高い履歴表示が可能となっている。
【００７１】
　次に、本実施形態のカラオケ管理システムについて、その変形例を説明する。図１３で
は、履歴情報に含まれる再生日時の順（新しい順）にソートして形成された履歴リストを
選曲表示欄６０５に表示する実施形態について説明したが、履歴表示画面に表示する履歴
リストの表示形態は各種形態を採用することが可能である。
【００７２】
（第１変形例）
　図１４には、他の実施形態（第１変形例）の履歴表示画面が示されている。履歴リスト
中には、１の履歴リスト中に複数同じ楽曲が含まれる場合がある。人気のある楽曲や定番
曲についてこのような事象が発生することが考えられる。そのような場合、選曲表示枠６
１０の背景に使用する画像情報にバリエーションを持たせることとしてもよい。図１４に
示されるように、１の選曲表示欄６０５に同じ楽曲Ａ（歌手Ｍ）が連続した場合、１番上
の選曲表示枠６１０には画像情報Ａ１を使用し、２番目の選曲表示枠６１０には画像情報
Ａ２を使用し、３番目の選曲表示枠６１０には再度、画像情報Ａ３を使用することで、同
じ画像情報が連続することなく、選曲表示欄６０５の表示が単調となることを避けること
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が可能となる。なお、図１４では、２つの画像情報Ａ１、Ａ２を使用した形態を示してい
るが、選曲表示枠６１０毎に異なる画像情報を使用してもよい。
【００７３】
　このように同じ楽曲について、異なる画像情報を使用する場合、図１０の履歴リスト配
信処理において、外部サーバ装置は、携帯端末６から同じ楽曲（曲名と歌手名が同じ楽曲
）に対する画像情報の要求を複数受信した場合、受信した数に応じた数の画像情報を送信
することになる。また、選曲表示枠６１０内に重複して表示された同じ楽曲の画像情報を
異ならせることのみならず、受信した履歴リストに含まれている同じ楽曲について、画像
情報を異ならせることとしてもよい。
【００７４】
（第２変形例）
　図１５には、他の実施形態（第２変形例）の履歴表示画面が示されている。第２変形例
は、第１変形例と同様、１の履歴リスト中に複数同じ楽曲が含まれる場合についてである
。本実施形態では、履歴リスト中、同じ楽曲を１の選曲表示枠６１０でまとめて表示する
こととしている。図１５の選曲表示欄６０５中、上から２番目に位置する選曲表示枠６１
０がこれに相当する。履歴リスト中、楽曲Ｂ（歌手名Ｎ）に対応する履歴情報が２つ存在
した場合であって、これら２つの履歴情報を１つの選曲表示枠６１０で表示している。同
じ楽曲であるため、楽曲関連情報６１２と画像情報６１４は、共通のものが使用される。
また、歌唱時刻情報は、各履歴情報に含まれる再生日時に基づいて表示される。本実施形
態では、再生された回数、すなわち、同楽曲の履歴情報の数も併せて表示される。そして
、歌唱地域関連情報６１３についても、各履歴情報に含まれる地域ＩＤに対応する都道府
県名、及び、マークが表示される。このように、履歴リスト中に含まれる同じ楽曲をまと
めて表示することで、ユーザは重複の無い選曲表示枠６１０を閲覧し、効率よく選曲を行
うことが可能となる。
【００７５】
（第３変形例）
　図１６には、他の実施形態（第３変形例）の履歴表示画面が示されている。本実施形態
では、選曲表示欄６０５に地図表記を行い、地図表記上に履歴情報に対応する楽曲関連情
報６１２を表示する形態を採用している。本実施形態の職状態では、図１６（Ａ）に示す
様に日本全土を示す全国地図が表示され、履歴情報に対応する楽曲関連情報６１２（楽曲
名と歌手名）が、左から右にスクロール表示される。楽曲関連情報６１２の表示順は、履
歴情報中の再生日時を使用し、新しい順に表示する等、適宜形態を採用することが可能で
ある。ユーザは、歌唱したい楽曲関連情報６１２をタッチ操作することで、図７で説明し
た楽曲確認画面に移行し、カラオケ装置２に対する予約を行うことが可能である。
【００７６】
　本実施形態では、ユーザが注目したい地域を選択することで、選択した地域の履歴情報
を閲覧することが可能となっている。図１６（Ａ）に示す様に、ユーザが関東地域の履歴
情報を閲覧したい場合、タッチパネル表示部６８上において、関東地域に対応する部分を
ピンチアウト操作などにより拡大操作を行う。すると、図１６（Ｂ）に示す様に、選曲表
示欄６０５は、全国地図の表示から関東地域を拡大した表示に切り換えられる。それに伴
って、スクロール表示されている楽曲関連情報も、関東地域内の地域ＩＤを含む履歴情報
をしようしたものに切り換えられる。さらに、拡大操作を行うことで、都道府県単位、市
町村単位に切り換えることが可能である。また、ピンチイン操作などにより縮小操作を行
うことで、拡大操作とは逆に地域を拡大することも可能である。このように、本実施形態
では、ユーザが注目したい地域で再生された楽曲を閲覧し、選曲に使用することが可能と
なっている。なお、地域の選択は、このように地図上で行う形態に代え、注目したい地域
名を入力するなど、各種形態を採用することが可能である。携帯端末６は、受信した履歴
リスト中、注目したい地域名に対応する履歴情報に基づいて表示を行う。
【００７７】
　また、本実施形態では、サーバ装置５は、収集した全ての履歴情報を含む履歴リストを
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配信するのではなく、携帯端末６で選択された地域に対応する履歴情報で形成された履歴
リストを配信することとしてもよい。その場合、携帯端末６は、履歴リストの取得要求時
に、ユーザから選択された地域に関する情報をサーバ装置５に送信し、サーバ装置５は、
選択された地域に関する情報を含む取得要求に基づいて、対応する履歴情報で形成された
履歴リストを携帯端末６に送信することとなる。
【００７８】
（第４変形例）
　図１７には、他の実施形態（第４変形例）の履歴表示画面が示されている。本実施形態
は、図１６のように、ユーザが注目できる地域を指定することができる形態であるが、地
域が限定されている点において異なっている。楽曲においても流行がいち早く反映される
地域がある。例えば、首都圏における渋谷や秋葉原などが挙げられる。渋谷と秋葉原では
、その流行の方向性が異なっているため、これら地域をユーザが選択可能とすることで、
特定地域の流行性をいち早くつかむことが可能となる。本実施形態では、まず、図１７（
Ａ）に示す様に、ユーザに地域を選択させる選択メニュー６０６が表示される。ユーザは
、嗜好する地域に対応するボタン（渋谷地域であれば「渋谷系」ボタンを、秋葉原地域で
あれば「アキバ系」ボタン）を選択する。その後、図１７（Ｂ）に示す様に、選択した地
域に対応する履歴情報で形成された選曲表示欄６０５が表示される。ユーザは、図１３の
履歴表示画面と同様、嗜好する楽曲に対応する選曲表示枠６１０を選択することで、楽曲
確認画面に推移させ、嗜好する楽曲を予約することが可能である。
【００７９】
　本実施形態のように、注目する地域が限定される形態では、サーバ装置５では、注目す
る地域に設置されたカラオケシステムに限定して、履歴情報を収集することとしてもよい
。サーバ装置５で取り扱う履歴情報が限定されるため、サーバ装置５における処理負荷を
軽減することが可能となる。また、図１４で説明した実施形態と、第３、第４実施形態を
モードとして用意しておき、ユーザが選択できる形態としてもよい。
【００８０】
（第５変形例）
　図１３で説明した実施形態では、サーバ装置５は、カラオケシステムから履歴情報を収
集し、履歴リストを形成する形態としており、全ての履歴情報について携帯端末６で閲覧
することが可能となっている。履歴を使用した検索は、カラオケボックスなどにおいて、
次に歌唱する楽曲に迷った場合等に行われることが多い。また、カラオケの場では、同じ
日に同じ楽曲を再度選曲することが希である。このような事情から、携帯端末６を所持す
るユーザが、カラオケシステムの利用開始後に選択した楽曲は、選曲表示欄６０５に表示
しない構成とすることとしてもよい。選曲表示欄６０５から、既に選択した楽曲は除外さ
れるため、ユーザは、利用開始後、まだ歌唱していない楽曲を閲覧することで、選曲効率
の向上を図ることが可能となる。
【００８１】
　また、カラオケボックスでは、複数のユーザ（グループ）が集って利用されることがあ
る。このような場合にも、グループの誰かが歌唱した楽曲は、再度、選曲することは希で
ある。したがって、カラオケシステムの利用開始後、カラオケシステムで選曲された楽曲
は、選曲表示欄６０５に表示しない構成とすることとしてもよい。サーバ装置５では、ど
のユーザがどのカラオケシステムを使用しているかを把握することが可能である。したが
って、ユーザが利用開始からの期間において、利用中のカラオケシステムで選曲された楽
曲は、選曲表示欄６０５から除外することで、グループでの利用時においても選曲効率の
向上を図ることが可能となる。本実施形態では、カラオケシステムの利用開始後にユーザ
（あるいはグループ）が使用した楽曲については、選曲表示欄６０５に表示させない形態
に代え、選曲表示欄６０５に表示される他の楽曲と識別可能に表示させることとしてもよ
い。例えば、使用した楽曲については、選曲表示枠６１０内の明度を落として表示するこ
ととしてもよい。その際、当該選曲表示枠６１０は選択できないようにすることとしても
よい。
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（その他の変形例）
　以上、本実施形態のカラオケ管理システムについて、携帯端末装置として携帯端末６を
例に取り説明したが、携帯端末装置としては、カラオケシステム内のリモコン装置１を使
用することも可能である。また、本実施形態では、携帯端末６で指定された楽曲はカラオ
ケ装置２で再生される形態としているが、カラオケ装置２に代え、携帯端末６自身で再生
する形態としてもよい。
【符号の説明】
【００８３】
１：リモコン装置                         ５１：記憶部
２：カラオケ装置                         ６１：制御部
５：サーバ装置                           ６２：ＲＡＭ
６：携帯端末                             ６３：記憶部
１１：タッチパネルモニタ                 ６４：画像処理部
１１ａ：表示部                           ６５Ｆ：フロントカメラ
１１ｂ：タッチパネル                     ６５Ｒ：リアカメラ
１２：ビデオＲＡＭ                       ６６：音響処理部
１３：映像制御部                         ６７ａ：スピーカ
１４：メモリ                             ６７ｂ：マイクロホン
１５：制御部                             ６８：タッチパネル表示部
１６：無線ＬＡＮ通信部                   ６８ａ：タッチパネル
１７：操作部                             ６８ｂ：表示部
１８：操作処理部                         ６９ａ：携帯網通信部
２１：操作部                             ６９ｂ：無線ＬＡＮ通信部
２２：操作処理部                         ７０：入力スイッチ
２４：ＬＡＮ通信部                       ７２：外部メモリ接続端子
２５：音響制御部                         １０３：ログインユーザ欄
２７：メモリ                             １１０：アクセスポイント
２８：ビデオＲＡＭ                       ６０１：楽曲関連情報
２９：映像再生部                         ６０２：楽曲設定情報
３０：制御部                             ６０３：予約ボタン
３１：映像制御部                         ６０４：現在日付
３２：ＨＤＤ                             ６０５：選曲表示欄
３３：タッチパネルモニタ                 ６０６：選択メニュー
３３ａ：表示部                           ６１０：選曲表示枠
３３ｂ：タッチパネル                     ６１１：歌唱時刻情報
４１：モニタ                             ６１２：楽曲関連情報
４２：スピーカ                           ６１３：歌唱地域関連情報
４４ａ、４４ｂ：歌唱用マイク             ６１４：画像情報
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